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平成２３年度新規事業候補箇所説明資料 

一般国道３３７号 道央圏連絡道路  
長沼南幌道路 

資 料 ３－１ 



１．南空知南部地区の現状と課題 

【現状】 
○南空知南部地区は、人口約4.1万人、面積590km2（いずれも４
町合計）であり、田畑が広く分布。特に長沼町・南幌町では
田が広く分布 

現道幅員(最小幅員) 

R234 

R337 

美原道路 
（H22年度末 
供用予定） 

当別バイパス 
（拡幅事業中） 

○南空知南部地区は、長沼町、南幌町、栗山町、由仁町の４町
から構成され、北海道の大動脈である道央自動車道・国道12
号と、道内最大の物流拠点である新千歳空港、苫小牧港を結
ぶ国道234号・337号が市街地を通過 

○地域高規格道路の道央圏連絡道路として事業中の泉郷道路・
中樹林道路に隣接する区間 
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資料：全国都道府県市区町村別面積調（平成20年10月1日現在） 
固定資産の価格等の概要調書（平成20年1月1日現在） 

図１ 南空知南部地区の概況 

図２ 南空知南部地区の土地利用状況 

至 国道274号 

図３ 南幌町周辺の状況 図４ 長沼町周辺の状況 

（長沼町市街地） 

資料：北海道港湾統計年報(H21速報値)、 
   数字でみる北海道の運輸(H21) 
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南空知南部地区 
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資料：ITARDA(H17-20)データ
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１．南空知南部地区の現状と課題 

【課題】 

○南空知南部地区における国道234号及び337号において交通事
故が多発 

○北海道の国道における死傷事故率の上位1割のうち国道234号
及び337号には10区間が含まれており、交通安全の確保が課題
（図７、８） 

～ 市街地における交通混雑の発生 ～ ～ 幹線道路における交通事故の多発 ～ 

図６ 騒音の基準値超過箇所及び状況 

資料：H17道路交通センサス
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図５ 道路別混雑度(南空知地区)の状況 写真① 交通混雑状況(国道337号) 

○南空知南部地区における、主要な道路の内、長沼町・由仁町
などの市街地を通過する国道234号及び337号の交通混雑が顕
著（図５、写真①） 

R337 712.9件/億台kmは北海道国道平均の約７倍 
R234 321.3件/億台kmは北海道国道平均の約３倍 
 ※北海道国道平均：92.4件/億台km 

図７ 北海道全域での事故率 

資料：ITARDA(H17-20)データ

R234
事故多発区間

R337
事故多発区間

712.9件／億台km

321.3件／億台km

図８ R234、R337の事故発生状況 

～ 市街地における交通騒音の発生 ～ 

○南空知南部地区において、国道234号及び337号の沿道におい
て環境基準を超過する交通騒音が発生（図６） 

写真② 交通事故発生状況 
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資料：北海道開発局データ

騒音：環境基準超過箇所
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１．南空知南部地区の現状と課題 

【原因分析】 

○国道234号及び337号において２車線の交通容量を超える交通
需要があり、容量の不足による交通混雑が発生（図９） 

～ 国道234号・337号における交通容量の不足 ～ ～ 国道234号・337号を通過する 
          著しい大型車交通量による騒音 ～ 

写真④ 大型車両 
関連事故状況 

○国道234号及び337号は、道北・オホーツク圏・空知地域と新
千歳空港・苫小牧港を連絡する主要なアクセス道路の１つで
あるため、貨物車両などの大型車が流入 

○国道234号・337号のうち騒音の環境基準を超過する長沼町・
由仁町などの市街地で、大型車の通行が著しく、これに起因
し騒音が発生 (図９) 

  市街地の大型車混入率28～47%＞21%(北海道国道平均) 

○国道234号及び337号における交通事故のうち、大型車両関連
事故の割合は２０．６％と北海道国道平均(１３．２％)の１．
６倍と高く、市街地において一般車両と大型車両が輻輳する
道路の利用形態が交通事故発生の要因（図10、写真④） 

～ 一般車両と大型車両の輻輳による交通事故の発生 ～ 

図10 大型車両関連事故割合 

『交通容量確保による交通混雑の解消』が必要 『市街地を走行する重交通に対し道路の機能分担を図り、 
          安全かつ快適な交通環境の形成』が必要 

図９ 国道234号・337号の交通現況 

写真③ 交通現況 

【政策目標】 



２．南空知南部地区における計画段階評価 

【対策案の検討】 

案②標準断面図 案①標準断面図 案③標準断面図 

長沼市街バイパス部 現道拡幅部 郊外部 市街部 

[第3種第1級] [第3種第1級] [第3種第1級、第3種第2級] 

（参考） 当該事業の経緯等 対応方針(案)：案①による対策(暫定２車線整備) 

       が妥当 
【計画概要】 
・一般国道路線名：一般国道337号(道央圏連絡道路) 
・区  間：夕張郡長沼町幌内東10線 
            ～夕張郡南幌町南15線 
・概略延長：14.6km 
・標準車線数：暫定２車線     
・設計速度：80km/h 
・概ねのルート：図11案①のとおり 

都市計画決定等の状況 
・H15年11月～H16年3月：構想段階における市民参画型道路計画プロセスの実施 
・H17年 5月～H21年1月：環境影響評価法に基づく環境影響評価を実施 
地域の要望等 
・H22年6月 ：道央圏連絡道路整備促進期成会、石狩地方開発促進期成会 
       が「長沼南幌道路」の早期事業化を国土交通大臣に要望 
・H22年7月 ：北海道、空知地方総合開発促進期成会が「長沼南幌道路」 
       の早期事業化を国土交通大臣に要望 
・H22年11月 ：道央圏連絡道路整備促進期成会が「長沼南幌道路」の早期 
       事業化を国土交通大臣に要望 
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案 ③ 

泉郷道路 
(整備中) 至 新千歳空港 

中樹林 
道路 

(整備中) 

至 石狩湾新港 

図11 南空知南部地区における対策案検討 

南幌町 
市街地 

長沼町 
市街地 

現道幅員(最小幅員) 

評価軸 【案①】別線整備 (L=14.6km) 【案②】現道拡幅 (L=16.6km) 【案③】拡幅＋ミニﾊﾞｲﾊﾟｽ(L=16.5km) 

交通容量確保による交通混雑の解消
（指標：混雑度） 
（指標：岩見沢市～R337 
     ～新千歳空港間の移動時間） 
［整備前］約１１３分 

○ 

別線に交通転換が図られ交通混雑は解消 

○ 

現道の交通容量を確保し、交通混雑は解消 

○ 

現道の交通容量を確保し、交通混雑は解消 

 
 
 
 

 [整備後] 約５８分 
（当該整備区間の所要時間：約１５分） 

 [整備後] 約６０分 
（当該整備区間の所要時間：約１７分） 

 [整備後] 約６０分 
（当該整備区間の所要時間：約１７分） 

市街地からの大型車両削減による安
全かつ快適な交通環境の形成 
（指標：大型車交通量) 
    ［整備前］ R234 3,210台/日 
                   R337 1,700台/日          

安全かつ快適な交通環境を形成 

○ 

･市街地を通過する重交通が別線に転換され
現道と別線の機能分担が図られる 
･交通安全上の課題が解消する 

× 

･現道拡幅のため機能分担は無い 
･交通安全上の課題が残る 

△ 

･既成市街地に対する道路の機能分担は図ら
れるが、郊外部で改善されない 
･交通安全上の課題が残る 

大型車交通量  
 [整備後] R234 約1,830台/日(43％削減) 
           R337 約  910台/日(46％削減)      

大型車交通量  
 [整備後] R234 約2,330台/日(27％削減) 
           R337 約3,280台/日(93％増加) 

大型車交通量  
 [整備後] R234 約2,420台/日(25％削減) 
      R337 約1,990台/日(17％増加) 

社会的影響 ○ 
別線整備のため既成市街地の改変が伴わな
い 
（支障物件数 約30件） 

× 
現道を拡幅するため既成市街地の家屋に対
し支障移転が発生し、市街地改変が伴う 
（支障物件数 約110件） 

○ 
一部別線整備のため既成市街地の改変が伴
わない 
（支障物件数 約80件） 

コスト 暫定２車線：概ね２４０億円 概ね２６０億円 概ね２５０億円 

総合評価 ○ △ △ 

整備前（混雑度） 整備後（混雑度） 

R234 1.25 0.83 

R337 1.40 1.03 

整備前（混雑度） 整備後（混雑度） 

R234 1.25 0.92 

R337 1.40 0.91 

整備前（混雑度） 整備後（混雑度） 

R234 1.25 0.93 

R337 1.40 0.91 



３．南空知南部地区の対策案 

標準断面図 

H21環境アセスメント完了 

中樹林道路 L=7.3km 
事業中 

泉郷道路 L=8km 
事業中 

長沼南幌道路 
 H42：14,300台/日 
（暫定２車線整備時） 

長沼南幌道路 L=14.6km 

現道（国道274号） 
 H17：10,158台/日 
 H42：10,000台/日 
（長沼南幌道路整備有り） 
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(終) 

・全体事業費：約２４０億円

・Ｂ ／ Ｃ ： ３．０

・総 費 用（C） ： 約２３１億円
・総 便 益（B） ： 約６９６億円

※1：総費用、総便益については、基準年(Ｈ22年)における
現在価値を記入。

※2：総便益には、3便益（走行時間短縮便益、走行時間
経費減少便益、交通事故減少便益）を計上。

乗用車 小型貨物 普通貨物

約7,900台/日 約1,200台/日 約5,200台/日

乗用車 小型貨物 普通貨物

約7,900台/日 約1,200台/日 約5,200台/日

・計画交通量：約１４，３００台／日

※費用対便益算定上の事業期間は９年としている。 

※四捨五入の関係で内訳の和が総計の数値と合わないことがある。 5 
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４．南空知南部地区の対策案による効果  

○交通容量を確保し慢性的な交通混雑を解消（図13） 

○市街地を通過する重交通に対し道路の機能分担を図ることで
市街地を通過する大型車交通量を削減（図14）、安全で快適
な交通環境を形成 

～ 交通容量確保による交通混雑の解消 ～ 

～ 安全かつ快適な交通環境を形成 ～ 

図13 現道（R234、R337）の混雑度の低減効果 

～ 道央都市圏の渋滞緩和に貢献 ～ 

資料：H20渋滞損失時間 

○北海道全域の約６割の渋滞損失が発生している 
道央都市圏において、都心部に用のない通過交通の一部が 
転換することにより、都心部の渋滞緩和にも貢献 

図14 R337、R234市街地を走行する大型車交通量の低減効果 6 

図15 道央都市圏の渋滞状況図 

図16 道央都市圏の渋滞損失時間の変化 
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４．南空知南部地区の対策案による効果  

～ 物流の効率化・利便性向上 ～ 

○当該事業の整備によりミッシングリンクが解消 

○苫小牧港、新千歳空港等の物流拠点へのアクセス性も向上し、
農水産物等の輸送の速達性、定時性が確保され、利便性が向上
（図16） 

○道東・日高方面～石狩湾新港・小樽港へのアクセス性も向上
し、農水産物等の輸送の速達性、定時性が確保され、利便性
が向上 

図17 北海道から全国への農水産物輸送経路 

資料：H17道路交通センサス、交通量推計結果 

主な品目 どこから どこへ 備  考 

ほたて 紋別 新千歳空港 540t/年、紋別漁業協同組合ヒアリング 

甘エビ 留萌圏 新千歳空港 2,072t/年(漁獲量)、運送業者ヒアリング 

花き 新篠津など 苫小牧港 1,302千本/年、新篠津村農業協同組合ヒアリング 

道北・オホーツク圏
空知地域

札幌市

岩見沢市街～新千歳空港
現況１１３分→５８分

岩見沢市街～苫小牧港
現況９９分→８１分

岩見沢市街
ほたて、甘エビ

花き など

道北・オホーツク圏
空知地域

道北・オホーツク圏
空知地域

札幌市札幌市

岩見沢市街～新千歳空港
現況１１３分→５８分

岩見沢市街～苫小牧港
現況９９分→８１分

岩見沢市街
ほたて、甘エビ

花き など
ほたて、甘エビ

花き など

道東方面 

関西ほか全国へ 

日高方面 

主な品目 どこから どこへ 備  考 

サンマ 厚岸ほか 小樽港 約2,000t/年、厚岸漁業協同組合ヒアリング 

さけ・ます えりも町 石狩湾新港 641t/年、えりも漁業協同組合ヒアリング 

冷凍助宗 浦河町 石狩湾新港 運送業者ヒアリング 

資料：北海道水産業改良普及 
    職員協議会ホームページ 

夕張ＩＣ～石狩湾新港 
現況１３７分→９２分 

資料：羅臼漁業協同組合 道央圏連絡道路 
  供用中 
  事業中 
  長沼南幌道路 

道央圏連絡道路 
  供用中 
  事業中 
  長沼南幌道路 



○道路整備により移動時間の定時性が確保されることで、到着
予定時刻に遅刻しないために見込む時間（余裕時間）が短縮 

○余裕時間の短縮による走行時間短縮便益として試算 

～医療アクセスの改善～ 

○長沼南幌道路の整備により、約63億円の効果 
       （供用後50年間の便益） 

○余裕時間の短縮により物流の効率化にも期待 
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＜概念図＞ 

※ 所要時間は参考値 

○南空知南部地区における救急搬送件数調査(H21)によると、
長沼南幌道路に並行する国道234号・337号を経路とする救急
搬送は、江別市方向に年間35件、千歳市方向に年間12件 

○道路整備により、搬送時間が江別市方向に最大１２分、千歳
市方向に最大１４分短縮する等、医療アクセスが改善 

 
        

 

図1８ H21年度救急搬送実績と医療アクセス改善効果 

資料：H22市町村ヒアリング調査結果、H17道路交通センサス 

千
歳

市
：

1
2
件

 

長沼町～江別市 
現況３４分→２２分 

長沼町～千歳市 
現況４５分→３１分 

４．南空知南部地区の対策案による効果  

～ 物流の効率化・利便性向上 ～ 

道央圏連絡道路 
  供用中 
  事業中 
  長沼南幌道路 



南空知南部地区における計画段階評価 

  

３．政策目標 

①交通容量確保による交通混雑の解消 

②市街地からの大型車両削減による安全かつ快適な交通環境の形成 

１．南空知南部地区の課題 

③幹線道路における交通事故の多発 

２．原因分析 

（3,284件/ 
 24,880件） 

（87件/422件） 

図６ 大型車両関連事故割合 資料：交通事故データ(H17-21) 

○南空知南部地区における国道234号
及び337号において交通事故が多発 

○北海道の国道における死傷事故率
の上位1割のうち国道234号及び337
号には10区間が含まれており、交通
安全の確保が課題（図３、４） 

①国道234号・337号における交通容量の不足 

写真② 大型車両関連事故状況 

○国道234号及び337号において２車線の
交通容量を超える交通需要があり、容量
の不足による交通混雑が発生（図５） 

図１ 道路別混雑度 
 （南空知南部地区）の状況 

資料：H17道路交通センサス 

写真① 交通混雑状況 
(国道337号) 

①市街地における交通混雑の発生 

図５ 国道234号・337号の交通現況 

図３ 北海道全域での事故率 

R337 712.9件/億台kmは北海道国道平均の約７倍 
R234 321.3件/億台kmは北海道国道平均の約３倍 
 ※北海道国道平均：92.4件/億台km 

○南空知南部地区における、主要な道路の内、
長沼町・由仁町などの市街地を通過する国道
234号及び337号の交通混雑が顕著 
（図１、写真①） 

図４ R234、R337の事故発生状況 

資料：ITARDA(H17-20)データ 

R234 
事故多発区間 

R337 
事故多発区間 

712.9件／億台km 

321.3件／億台km 

②市街地における交通騒音の発生 
○南空知南部地区において、国道234号及び337
号の沿道において環境基準を超過する交通騒
音が発生（図２） 

②国道234号・337号を通過する 
 著しい大型車交通量による騒音 

図２ 騒音の基準値超過箇所及び状況 
※ 赤線：環境基準値 

○国道234号及び337号は、道北・オホー
ツク圏・空知地域と新千歳空港・苫小
牧港を連絡する主要なアクセス道路の
１つであるため、貨物車両などの大型
車が流入 

○国道234号・337号のうち騒音の環境基
準を超過する長沼町・由仁町などの市街
地で、大型車の通行が著しく、これに起
因し騒音が発生 (図５) 

市街地の大型車混入率28～47%＞21%(北海道国道平均) 

騒音基準超過箇所 

交 通 量   12,243 台 
交通容量  9,790 台 

資料： H17 道路交通センサス 

交 通 量   10,158 台 
交通容量  7,260 台 

約2.5千台 の容量不足 

約2.9千台 の容量不足 

大型車混入率 ４７％ 

大型車混入率 ３２％ 大型車混入率 ２８％ 

資料：北海道開発局データ 

  騒音：環境基準超過箇所 

南空知南部地区 

① 

② 

③ 

③一般車両と大型車両の輻輳による交通事故の発生 
○国道234号及び337号における交通事故のうち、大型車両関連事故の割
合は２０．６％と北海道国道平均(１３．２％)の１．６倍と高く、市街
地において一般車両と大型車両が輻輳する道路の利用形態が交通事故発
生の要因（図６、写真②） 

み な み そ ら ち な ん ぶ 

北海道全域の上位１割 

R337：最大712.9件/億台㌔ 

R234：最大321.3件/億台㌔ 

赤色：R337・R234 

資料：ITARDA(H17-20)データ 



４．対策案の検討 

南空知南部地区における計画段階評価 

（参考） 当該事業の経緯等 

案②標準断面図 案①標準断面図 案③標準断面図 

長沼市街バイパス部 現道拡幅部 

図７ 南空知南部地区における対策案検討 

対応方針(案)：案①による対策(暫定２車線整備) 

       が妥当 
【計画概要】 
・一般国道路線名：一般国道337号(道央圏連絡道路) 
・区  間：夕張郡長沼町東10線 
            ～夕張郡南幌町南15線 
・概略延長：14.6km 
・標準車線数：暫定２車線     
・設計速度：80km/h 
・概ねのルート：図７案①のとおり 

郊外部 市街部 

[第3種第1級] [第3種第1級] [第3種第1級、第3種第2級] 

都市計画決定等の状況 
・H15年11月～H16年3月：構想段階における市民参画型道路計画プロセスの実施 
・H17年 5月～H21年1月：環境影響評価法に基づく環境影響評価を実施 
地域の要望等 
・H22年 6月 ：道央圏連絡道路整備促進期成会、石狩地方開発促進期成会 
       が「長沼南幌道路」の早期事業化を国土交通大臣に要望 
・H22年 7月 ：北海道、空知地方総合開発促進期成会が「長沼南幌道路」 
       の早期事業化を国土交通大臣に要望 
・H22年11月 ：道央圏連絡道路整備促進期成会が「長沼南幌道路」の早期 
       事業化を国土交通大臣に要望 

評価軸 【案①】別線整備 (L=14.6km) 【案②】現道拡幅 (L=16.6km) 【案③】拡幅＋ミニﾊﾞｲﾊﾟｽ(L=16.5km) 

交通容量確保による交通混雑の解消
（指標：混雑度） 
（指標：岩見沢市～R337 
     ～新千歳空港間の移動時間） 
［整備前］約１１３分 

○ 

別線に交通転換が図られ交通混雑は解消 

○ 

現道の交通容量を確保し、交通混雑は解消 

○ 

現道の交通容量を確保し、交通混雑は解消 

 
 
 
 

 [整備後] 約５８分 
（当該整備区間の所要時間：約１５分） 

 [整備後] 約６０分 
（当該整備区間の所要時間：約１７分） 

 [整備後] 約６０分 
（当該整備区間の所要時間：約１７分） 

市街地からの大型車両削減による安
全かつ快適な交通環境の形成 
（指標：大型車交通量) 
    ［整備前］ R234 3,210台/日 
                   R337 1,700台/日          

安全かつ快適な交通環境を形成 
 

○ 

･市街地を通過する重交通が別線に転換され
現道と別線の機能分担が図られる 
･交通安全上の課題が解消する 

× 

･現道拡幅のため機能分担は無い 
･交通安全上の課題が残る 

△ 

･既成市街地に対する道路の機能分担は図ら
れるが、郊外部で改善されない 
･交通安全上の課題が残る 

大型車交通量  
 [整備後] R234 約1,830台/日(43％削減) 
           R337 約  910台/日(46％削減)      

大型車交通量  
 [整備後] R234 約2,330台/日(27％削減) 
           R337 約3,280台/日(93％増加) 

大型車交通量  
 [整備後] R234 約2,420台/日(25％削減) 
      R337 約1,990台/日(17％増加) 

社会的影響 ○ 
別線整備のため既成市街地の改変が伴わな
い 
（支障物件数 約30件） 

× 
現道を拡幅するため既成市街地の家屋に対
し支障移転が発生し、市街地改変が伴う 
（支障物件数 約110件） 

○ 
一部別線整備のため既成市街地の改変が伴
わない 
（支障物件数 約80件） 

コスト 暫定２車線：概ね２４０億円 概ね２６０億円 概ね２５０億円 

総合評価 ○ △ △ 

み な み そ ら ち な ん ぶ 

整備前（混雑度） 整備後（混雑度） 

R234 1.25 0.83 

R337 1.40 1.03 

整備前（混雑度） 整備後（混雑度） 

R234 1.25 0.92 

R337 1.40 0.91 

整備前（混雑度） 整備後（混雑度） 

R234 1.25 0.93 

R337 1.40 0.91 

案 ① 

案 ② 

案 ③ 

泉郷道路 
(整備中) 至 新千歳空港 

中樹林 
道路 

(整備中) 

至 石狩湾新港 

南幌町 
市街地 

長沼町 
市街地 

現道幅員(最小幅員) 



図１ 事業位置図 

１．事業概要 

 ・起  終  点：北海道夕張郡長沼町東10線 

         ～北海道空知郡南幌町南15線      

ほっかいどう ゆうばり   ながぬまちょう ひがし  せん 

 ・延  長  等：14.6ｋｍ（暫定2車線、設計速度80km/h） 

２．道路交通上の課題 

 ・全体事業費：約２４０億円 

一般国道３３７号 道央圏連絡道路 長沼南幌道路に係る新規事業採択時評価 

３．地元調整の経緯等 

どうおうけん 

ほっかいどう  そらち    なんぽろちょうみなみ  せん 

ながぬま  なんぽろ 

都市計画決定等の状況 
 H15年11月～H16年3月：構想段階における市民参画型道路計画プロセスの実施 
 H17年5月～H21年1月：環境影響評価法に基づく環境影響評価を実施 
地域の要望等 
 H22年6月：道央圏連絡道路整備促進期成会、石狩地方開発促進期成会が 
        「長沼南幌道路」の早期事業化を国土交通大臣に要望 
 H22年7月：北海道、空知地方総合開発促進期成会が「長沼南幌道路」の 
        早期事業化を国土交通大臣に要望 
 H22年11月：道央圏連絡道路整備促進期成会が「長沼南幌道路」の早期事業化を 
          国土交通大臣に要望 
 H23年 1月：北海道知事より本事業の予算化について了解  ・Ｂ  ／   Ｃ    ： ３．０ 

 ・総 費 用（C） ： 約２３１億円 
 ・総 便 益（B） ： 約６９６億円 

※1：総費用、総便益については、基準年(Ｈ22年)における 
   現在価値を記入。 
※2：総便益には、3便益（走行時間短縮便益、走行時間 
   経費減少便益、交通事故減少便益）を計上。 

乗用車 小型貨物 普通貨物 

約7,900台/日 約1,200台/日 約5,200台/日 

 ・計画交通量：約１４，３００台／日 

 ・経済的内部収益率（EIRR）：１４．１％ 

４．整備効果 

効果１ 交通容量確保による交通混雑の解消 

・交通容量を確保し慢性的な交通混雑を解消 
（図４） 

  
効果２ 安全かつ快適な交通環境を形成 

・市街地を通過する重交通に対し道路の機能
分担を図ることで市街地を通過する大型車交
通量を削減（図５）、安全で快適な交通環境を
形成 

効果３ 物流の効率化、利便性向上 

・当該事業の整備によりミッシングリンクが解消 

・苫小牧港、新千歳空港等の物流拠点へのア
クセス性も向上し、農水産物等の輸送の速達
性、定時性が確保され、利便性が向上（図６） 

図４ 現道（R234、R337）の混雑度の低減効果 

資料：H17道路交通センサス、交通量推計結果 

図５ R337、R234市街地を走行する 
  大型車交通量の低減効果 

資料：H17道路交通センサス、交通量推計結果 

道北・オホーツク圏 
空知地域 

札幌市 

岩見沢市街～新千歳空港 
現況１１３分→５８分 

岩見沢市街～苫小牧港 
現況９９分→８１分 

岩見沢市街 
ほたて、甘エビ 
    花き など 

資料：H17道路交通センサス、交通量推計結果 

図６ 北海道から全国への農水産物輸送経路 

13.2%

20.6%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

北海道全域 国道337号、
234号

（3,284件/ 
 24,880件） 

（87件/422件） 

図３ 大型車両関連事故割合 
資料：交通事故データ(H17-21) 

①交通容量の不足による混雑の発生 
 
  国道234号及び337号は、道北・オホーツク圏・

空知地域と新千歳空港・苫小牧港を連絡する
主要なアクセス道路の１つであり、慢性的に
交通混雑が生じている。 

  
  ・国道234号 当該区間最大の混雑度 1.25>1.0 
  ・国道337号 当該区間最大の混雑度 1.40>1.0 

 
 
 
    国道234号及び337号を利用する交通は貨物

車両などの大型車の比率が高く、沿道で騒音
が発生するとともに、大型車が関連した重大
事故が直近５箇年で８７件発生と多発してい
る。 

②沿道環境の悪化と重大事故の発生 

騒音基準超過箇所 

混雑度1.25 

混雑度1.4 

岩見沢市街 

図２ 国道234号・337号の道路交通現況 

資料：H17道路交通センサス 

 ・対象区間の騒音環境基準超過地点：３箇所 
 ・対象区間大型車混入率 
   国道234号：32～47% >21%((道内国道平均) 
   国道337号：28% >21%(道内国道平均) 
 ・対象区間平均事故率 
   国道234号：321.3件/億台km>92.4件／億・台㌔(道内国道平均) 
   国道337号：712.9件/億台km>92.4件／億・台㌔(道内国道平均) 
 ・大型車関連事故割合 20.6%>13.2% (道内国道平均) 
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まる まる まる まる 

一般国道３３７号 道央圏連絡道路 長沼南幌道路に係る新規事業採択時評価 
どうおうけん ながぬま  なんぽろ 

標準断面図 

中樹林道路 L=7.3km 
事業中 

泉郷道路 L=8km 
事業中 

※費用対便益算定上の事業期間は９年としている。 

長沼南幌道路 
 H42：14,300台/日 
（暫定２車線整備時） 

現道（国道274・337号） 
 H17：10,158台/日 
 H42：10,000台/日 
（長沼南幌道路整備有り） 

長沼南幌道路 L=14.6km 

※四捨五入の関係で内訳の和が総計の数値と合わないことがある。 
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(終) 


